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実験目的、試料、実験方法、利用の結果得られた主なデータ、考察、及び結論を記述して下さい。 

実験結果などの内容をわかりやすくするため、適宜図表添付して下さい。 

Please report experimental aim, samples, experimental method, results, discussion and conclusions.  Please add 
figures and tables for better explanation. 
 
1. 実験目的(Objectives of experiment)  

酸化物全固体電池の充放電その場中性子回折実験をiMATERIA を利用して実施しており、、固体電解質材料に

関して、結晶構造解析を実施するとともに、MEM 解析による核密度分布の評価を行ってきた。 

2019A期で実施したその場測定では、固体電解質の構造解析や電極材料の構造変化を求める事が行えてお

り、現在詳細な解析を実行中であるが、時分割データの解析結果を行う上で、試料依存の影響について検討

するために、追加で電池材料の構造解析を実施する必要が生じてきたため、電池セルの測定を実施し、構造

解析を実施することを目的とする 

 

 

2. 試料及び実験方法  

  Sample(s), chemical compositions and experimental procedure 

2.1 試料 (sample(s)) 
NASICON 系全固体電池 

 
 
 
2.2 実験方法(Experimental procedure) 
粉末試料を標準試料ホルダに封入して、DF モードで室温にて測定を実施した。 

測定データは、標準的なデータリダクションにして、処理を実施し、 

研修において解析に使用した。 
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3. 実験結果及び考察 （実験がうまくいかなかった場合、その理由を記述してください。） 

  Experimental results and discussion．If you failed to conduct experiment as planned, please describe reasons. 

今回の測定では、operand測定を補足する測定であるため、ホルダはoperand測定で使用したのと同様のホル

ダを用いたが、operand測定は実施しなかった。 

図に in-situ 測定時のパターンと今回の電池および粉末にした試料のパターンの比較を示すが、大きな変化が

なく、試料依存の影響はほとんど無い事が明らかとなった。 

 

 

4. 結論(Cunclusions)  

電池単体、粉末およびオペランド測定時のデータを比較した結果、大きな差異はなく、試料依存は考慮しなく

て良い事が明らかとなった。 


